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ＡＴＡＣ事務局

１．コンサルティング
中堅・中小企業の皆様のお悩みを解決するテーマ「経営相談、新製品開発、特許出願、原価管理、

生産管理システム、品質管理、事業継続計画、ＩＳＯ９００１，１４００１認証取得、公的資金の導
入」などの支援をします。
２．セミナー開催・講師派遣

従業員教育・研修（管理職から新入社員まで）および専門固有技術分野の研修について、貴社のニー
ズにマッチしたカリキュラムを提供します。
３．書籍刊行

ＡＴＡＣメンバーの豊富な知識と現場で蓄積したノウハウを書籍として、刊行しています。
既刊書籍（中小企業の環境対策指針、目からウロコのアドバイス、経営便利帳など）
４．講演会、社長懇話会

タイムリーなテーマの講演会、社長はじめ経営幹部が、メンバー会社を見学し、企業間の交流の
お手伝いをします。

編 集 後 記 新年度が始まり、新しい事業や体制をスタートした企業様も多いのではないでしょ

うか？ ATAC では本号で紹介した QC 検定セミナーの他、RWF や省エネ対策にも力を入れています。

是非お声かけ下さい。（長岡）

A T A C  N E W S

ものづくり成長戦略
｢産 ･金 ･官 ･学｣ の地域連携が日本を変える

藤本隆宏　柴田孝　編著
2013 年 8月 20日　光文社　７４０円+税

～日本の強みは「現場」にある。チャンスを活かす発想と実践～
本書の冒頭で著者が「経営者が本当の意味で経

営をしていないと感じることが多い」と切り出し
ました。これが本書で述べられる「ものづくりの
あるべき姿」を示唆しようとする問題提起である
と思います。最近、「ものづくり」という言葉が
あちこちで流行語のように使われ、実際の現場と
乖離している場面を見るにつけ、著者が真のもの
づくり復活を願う想いをこの言葉から感じとるこ
とができました。

さて、まず取り上げられていることは、ものづ
くりにとって「固有技術」と「設計情報の流れを
作る技術」が不可欠で、双方がバランスよく機能
しなければ、さまざまな問題が現場で発生すると
いうことです。著者は「設備を買ったら助成」と
いった風潮を例に「固有技術」への偏重に警鐘を
鳴らしています。「設計情報の流れを作る技術」
とは、ものづくりの最適化を目的に、計画・設計・
製造・購買・在庫・品質・出荷・原価管理等の適
正な仕組作りと人財の育成を行ない効率的かつ持
続可能な経営を導く技術ということで、その視点
で日本のものづくりの現場を見た場合、「現場の
ものづくりの改善により、生産性で大きな伸び代

を持っている」という
著者の考えに共感でき
ます。

それでは「そのよう
な技術を持った人材を
どのように育成するか」
ということを本書では
事例として「東大スクー
ル」が挙げられており、

「東大発、地域へ」とい
う流れが説明されてい
ます。また、ものづく
りの現場となる地域に
ついても、新たな地域産業政策が展開され、地域
が一体となって進める動きも紹介され、それらが
日本のものづくり復興の胎動ではないかとの期待
感を持ちました。

ＩＴ化が思わぬ方向に進んだ結果、トヨタの言
うニンベン（人が主役となる）の自働化を再認識
すべき時期に来ていることを痛切に考えさせられ
る一冊と思います。　　　　　　　　　　（行俊）




